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1 イニシエーション  
 1847 年から 48 年の冬にかけて執筆された『御影石』（Granit）の前身『瀝
青焼き職人』（Die Pechbrenner）は，『石さまざま』（Bunte Steine, 1853）収
録作品群の端緒となるテクストであり，1848 年末にカール・ヘアロースゾーン
（Karl Herloßsohn）編の『忘れな草』（Vergissmeinnicht）と題された小型本
に掲載された。1852 年の何通かの書簡において改作の報告がなされた『御影石』
は，『書き込みのある樅』（Der beschriebene Tännling, 1848）同様に，その素
材は祖父の口頭での伝承に負うところが大きく，物語の舞台も，オーバープラ
ンとプレッケンシュタイン間に位置するアーダルベルト・シュティフターの故
郷に設定されている。彼の改作という行為は，それを通して分量が拡大される
ことが通例であるが，『御影石』に関しては例外的に縮小された。内容について
は，『瀝青焼き職人』では，その家族が避難場所を探し求める様子や迫りくるペ
ストをあらゆる手段を用いて阻止した様子が詳しく描かれているのに対して，
『御影石』ではペスト時代の瀝青焼き職人の子どもの運命を物語るのに迂回せ
ず，その子どもの家族の運命についての詳細な記述もみられない。『瀝青焼き職
人』では，ペストによる大量死等の残酷な記述が余すところなく伝えられてい
る一方で，『御影石』では「古典的様式」への配慮からか，忌まわしいもの，恐
ろしいものの記述は回避される傾向にある。 1) 
一人称の語り手が，自分の子ども時代を物語っている。彼はかつて，陽気な
瀝青焼き職人によって，職人の商品である車の差し油を足底に塗られ，清潔な
家を汚してしまった―象徴的な冒涜である―ことで母親から咎められた。
この叱責により極度の精神的打撃をうけた少年を慰めるのが，祖父である。彼
は少年を散歩へと誘い出し，その途上で，かつてベーメンの森で猛威を振るっ
たペストの様子を語り聞かせる。当時，人里離れたところで暮らしていた瀝青
焼き職人たちにもペストの魔の手が及んだが，一人の勇敢な少年が生命を賭す
る行為にでたことによって，一族のなかで唯一の生き残りとなったのだ。二人
は散歩から両親のいる自宅へと戻り，その晩，子どもと母との間の秩序は再び
回復される。 2) 
子どもと母親との間で緊張から和解へと至る物語は，少年に社会的イニシエ
ーションをもたらす過程であると指摘されている。クラウディア・アルベスは，
精神分析学の観点から次のような解釈を提示している。瀝青焼き職人への憧憬
を抱いていた少年は，あるとき瀝青を足に塗ってもらい得意満面で帰宅するが，
少年の思惑とは逆に，母親から厳しく咎められ，罰が科される。憧れの瀝青を
肉体的に共有できたことへの喜びは，同様に少年がごく自然な状態で備えてい
た母親への愛情にそぐわない結果を招く。瀝青焼き職人にまつわる少年の描写
には，あたかも性行為を暗示するかのような瀝青の外観や職人の仕草がみられ，
それは彼の母親へのエディプス・コンプレックスの転化した姿である。母親の
叱責によって挫折感を味わった少年は，その後の家庭での教育，とりわけ祖父
に連れ出された散歩を通して社会性を獲得することになる。散歩から帰宅した
後，「両親の寝室から差し込む灯り」（2, 2, 59）のなかで姿を現した母親は，ま
どろんでいる少年に対してようやく赦しを与える。この赦しの行為は，少年の
抱いていた母親への性愛的感情には社会性がないことを認知した段階に応じた
ものであり，この段階をへて，彼の社会的イニシエーションがもたらされる。
3) 
マティアス・マイヤーは，アルベスとは別な観点から，イニシエーションに
注目している。母親によって課された「罰によって生命を脅かすほどの危機感」
を抱いた少年は，祖父との散歩のなかで，瀝青焼き職人にまつわる物語を聞か
される。そこでの話題の中心は「黒死病」，すなわちペストであり，死との関わ
り方こそが問題になっている。したがって，『御影石』は死を克服することでも
たらされるイニシエーションの物語である。この作品は子どもの物語というよ
り，イニシエーションの物語であり，そのイニシエーションは性的な徴候のな
かにあるというよりは，死の徴候のなかにある。 4) 
クルト・ガリング編『歴史と現代における宗教』事典に拠れば，イニシエー
ションとは，それを受けた者に急激な宗教的・社会的変化をもたらす儀礼や伝
授の結果を表す名称である。 5)いくつかの主要な型に分類されるが，アルベス
やマイヤーの指摘している社会的イニシエーションとは，「成人への移行が果
たされ，共同体のあらゆる成員に義務づけられた集団儀礼」 6)という類型に属
する。『御影石』の物語末尾では，晴れ着を着た少年が祈祷用の本を携えて，教
会に赴く様が描かれている。この象徴的な儀式へと到達するまでには，社会性
という問題をめぐり，イニエーションと呼べるだけの「伝授」がなされている。
このことは，物語冒頭にみられる自然児の姿から，靴下やチョッキを身にまと
い，社会性に配慮した姿へと変化を遂げる彼の容姿からも看取されよう。この
イニシエーションを促すのは，少年の家族の構成員であり，とりわけ少年を散
歩へと連れ出す祖父の果たした役割が注目に価する。「分かるだろう。すべてを
学ばなければならない。散歩することさえも」（2, 2, 41）と語る祖父は，散歩
の途上で，以下のような「教示の試み」 7)を行っている。  
 
「その牧場のさらに先にある，あれは何かな」と祖父は尋ねた。  
「あれは，ヒュッテン森です」と私は答えた。  
「牧場とヒュッテン森の右手にあるのは。」  
「あれは，フィリップゲオルク山です。」  
「フィリップゲオルグ山の右手にあるのは。」  
「あれは，ゼー森で，あそこには暗く深い湖があります。」  
「それじゃあ，ゼー森のまた右は。」  
「あれは，ブロッケンシュタインとゼッセル森です。」  
「そのまた右は。」  
「あれは，トュセット森です。」  
「君は，その先のことは知らないだろう。」  (2. 2, 33 f.) 
 
このやりとりで描かれた事物の自然空間には，シュティフターの故郷の地誌が
反映されている 8)ことが指摘されている。また，アルベスによれば，「その右は」
（und rechts?）の問いと  「あれは」（das ist）で始まる答えが，機械的に入れ
替わることによって，（地名化した）個々の記号にはテクスト空間において特定
の場所が割り当てられている。ここで重要なのは，少年が名前の正しい秩序を
記憶にとどめているかどうかが試されている点であり，この名前の秩序を想起
できることが，「空間のなかの方向づけ」を保証することになる。 9) 
事物の空間的配置を文字として描き出そうという試み，名前の持つ秩序は，
散歩の「鏡像的構造」 10)に表れている。散歩の往路において，「隣人の家々」，
「緑の芝生の間に」（2, 2, 30），「ばらばらに積まれた石の壁」，「ベーリングの
泉」，「草原を通って」，「畑の間に」（2, 2, 32），「灰色の芝生の上に」，「幹の間
を」，「三つ又の銀松」，「デュルシュネーベル〔「乾いた嘴」と呼ばれる地名〕の
外へ」（2, 2, 41），「力のブナ」，「高台の境界線へ」（2, 2, 42），「谷間の道を下
って」（2, 2, 43），「アーチ門」（2, 2, 44）の順に，通過した場所の名前が挙げ
られている。復路においても，「アーチ門」，「谷間の道を上って」（2, 2, 44），
「高台の稜線へ」（ 2, 2, 45），「デュルシュネーベルのなかへ」，「三つ又の銀
松」，「暗い幹の間を」，「ほとんど色のない芝生の上に」（2, 2, 49），「畑の間を
下って」，「草原を越えて」，「ベーリングの泉」，「石壁を越えて」，「柔らかい芝
生を越えて」，「オーバープランの（・・・）家々」（2, 2, 54）といった場所に
言及されている。あたかも鏡に映したかのように，往路と復路で同じ事物が言
及されている。語り手である少年が自らの記憶を辿る際に，こうした場所に関
連して何かを想起しようとしているのであろう。「力のブナ」だけが一回しか登
場しない。それに応じて，とりわけこのブナに関しては，祖父が記憶に留める
よう注意を促している。「その木を覚えておきなさい。そして後年，私がもう墓
に入っているときになったら，この木を初めて君に見せたのは君のおじいさん
であったことを思い出してくれ。」（2. 2, 41）古代ギリシアのシモニデスの記憶
術 11)が証左となるように，人間の記憶は，特定の場と密接に連関したものであ
ることを，散歩の場面は示している。少年の教化には記憶術の鍛錬が含まれて
いる。祖父が物語るのは，ある事物や場所にまつわる記憶であり，それを知る
に至った少年は，成長と呼べるだけの知見を獲得することになる。  
このように『御影石』について，とりわけマイヤーやアルベスによって，社
会へのイニシエーションをめぐる少年の教化が取りあげられている。イニシエ
ーションという目的のために克服されるものは何かという点について，マイヤ
ーとアルベスの解釈には相違がみられるのだが，記憶力の鍛錬を含めた教化の
試みが，エディプス・コンプレックスの克服に収斂されるにせよ，死をめぐる
体験の克服と総括されるにせよ，かれらの指摘は，共同体の側へのイニシエー
ションを前提としている。しかし，瀝青焼き職人という登場人物とペストとの
関連に注目した場合，イニシエーションを施そうとする主体は，必ずしも共同
体側の人間に限定できないのではないか。アルベスは記憶術に注目しているが，
物語末尾で少年が見た夢を考察の対象にしていない。この夢のなかで現出した
記憶は，共同体へのイニシエーションとは矛盾するものである。本論考は，イ
ニシエーションという概念のもつ多義性を視野に入れながら，ペストの文化的
伝承と少年の住んでいる共同体とが果たす相関的役割を明らかにしたい。  
 
2 異者との出会い  
 少年が祖父との散歩から帰宅し，一夜明けて迎えた日曜日には，少年の成人
を祝うかのような象徴的なミサが催されている。この催しは，「気持ちの良い」
（ lieblich），「晴れがましい」（ festlich），「清らかな」（ rein），「さっぱりし
た」（ frisch），「明るい」（klar）（2, 2, 60）といった表現によって形容される
ことで，その祝祭的性格が強調され，少年の一つの到達目標が明示されている
と言えよう。瀝青焼き職人やペストにまつわる逸話は，この目標へと向かうた
めの葛藤，もしくは必要不可欠な経験であったと考えることができる。このよ
うに典礼を到達目標とみなした場合に，先述の通り，宗教的・社会的変化がも
たらされる儀礼や伝授を意味するイニシエーションという見方になるわけだが，
このイニシエーションという概念は，そうした成人式に代表される雛形とは幾
分性格の異なった型をも，その範疇に収めている。先述の『歴史と現代におけ
る宗教』事典に拠れば，「秘密結社，同人会，兄弟団への入会式。それはある性
別の人にだけ許されていたり，その時々の伝統の秘密を頑なに守っていたりす
る」 12)。さらには，「神秘的な〈召還〉を通して，呪い師やシャーマンのいる
原始宗教の段階にあるイニシエーション。この範疇の決定的な特徴は，とりわ
け個人的宗教経験である。だが，男性結社のイニシエーションとシャーマニズ
ムのイニシエーションはかなり近いものである」 13)。「シャーマニズム的なイ
ニシエーションは忘我的体験（夢，幻想，失神）のなかに，ならびに，シャー
マニズムの技術，霊の名前や機能，一族の神話や系譜，秘密言語等，霊や老シ
ャーマンによってなされた教化のなかにある。」 14)ある市民社会のなかで，共
同体への参入を意味する成人式が多数派へのイニシエーションだとするならば，
ここで言及したそれは少数派への参入，もしくは確立した市民社会のなかで，
その存在が消えかけたものとの連帯（感）であると言えるだろう。「その〔土曜
の午後に仕事終いの合図である鐘を鳴らす〕習慣は，異教徒が原因なのだ。か
れらは昔この地方にいて，〔安息日の区別はなく〕どの日も同じだった。かれら
がキリスト教に改宗したときに，安息日が始まる合図を与えてやらなければな
らなかった」（2, 2, 39 f.）と語られているように，『御影石』ではキリスト教改
宗以前の異教徒も話題にのぼっている。この物語において，少数派へのイニシ
エーションを探したとき，物語冒頭で登場する奇妙な瀝青焼き職人と少年との
関連が浮かびあがってくる。  
 瀝青焼き職人は「風変わりな質」（2, 2, 24）の男である。彼の一風変わった
風貌や動作は，一人称の語り手である少年の好奇心のこもった眼差しで観察さ
れている。そして，職人は「家々の近くに来ると，いつも何か理解できないこ
とを叫んだ」のだが，「こうして叫んだ結果，近所の人たちが家のなかから手に
手に容器をもって出てきた」（2, 2, 24）し，「私は誰よりも真っ先に出ていっ
た」（2, 2, 25）のである。さらに，彼の叫びは「歌」（2, 2, 25）と表現されて
いる。職人の発する奇声は，「秘密言語」とは言えないまでも，少年たちの住む
共同体では慣行の言葉ではなかったのかもしれない。それにもかかわらず，不
思議な魅力を備えた声であった。  
瀝青焼き職人アンドレアスは，少年の足に油を塗りつける。後に祖父が，「ア
ンドレアス爺にしても，私たちは彼のしたことを悪く思うが，私たち他人が考
えるほど罪はないのだ。あの爺さんには，車の差し油が人々を驚かすものとな
って，ある家でこんな騒ぎを引き起こすなんて知りようがないんだからな。爺
さんにしてみれば，車の差し油というのは，いつも自分が扱っている品物で，
飯の種となり，愛しているもの，なくなればいつも新しく運んでくるものだ」
（2, 2, 31）と説明しているように，職人の価値観からみれば，この行為は愛す
る商品を分与する善行とみなすこともできる。「日が照らすと，油が塗り込めら
れたかのように見える」（2, 2, 24）瀝青焼き職人は，少年に油を塗る行為を通
して，彼と肉体的共通点を持つに至ったと言えるだろう。その油は，少年の皮
膚の上で「格別な明るい金褐色」をなし，「心地よい樹皮の臭い」（2, 2, 25）を
放つ液体となり，少年は「半ば嬉しいような、また何となく落ち着かない気持
ち」（2, 2, 26）になる。しかし，この後帰宅した少年には折檻が待ち受けてい
る。「この救いようがなく馬鹿な息子」（2, 2, 26）と罵倒された少年は，木の枝
で足を長い間ひどくぶたれ，「胸がしめつけられ，喉が紐でしめられる」（2, 2, 
27）ような気分を味わう。瀝青焼き職人からみれば，善行とも言える行為は，
少年たち一家の住む共同体からみれば，非常識極まりない行為となってしまう
のである。双方の価値観には齟齬がみられ，瀝青焼き職人の少年に対する油の
塗布という象徴的なイニシエーションの行為，起こり得たかもしれない秘密め
いた言葉の伝授は，くしくも共同体の常識によって抑圧されたと言えよう。少
年は物語の末尾で，次のような夢を見る。  
 
いろいろなものが夢のなかに出てきた。死んだ人，死に瀕している人，ペス
トにかかっている人，三つ又の銀松，森の少女，マハトの百姓，お隣のみや
まななかまど。そしてアンドレアス爺は，また私の足に油を塗るのだった。  
 (2, 2, 60) 
 
瀝青焼き職人が実際に登場するのは，物語の冒頭部分だけである。しかし，彼
の存在は祖父の，語りのなかで，さらには少年の夢のなかで生き続ける。確か
に，この夢を見た翌朝には，「夜に夢に出てきたものは消え失せていた」（2, 2, 
60）と言われてはいるが，それは完全に消滅したわけではない。ジークムント・
フロイトの術語を借りれば，それは「魔法のブロック」（Wunderblock）に書き
込まれた潜在意識の記憶 15)であるかのように，記憶の片隅で少年を捕らえて離
さない。共同体周縁に位置づけられた異者との出会いは少年の脳裏に忘れがた
く刻印されている。この意味において，瀝青焼き職人の教化は失敗に終わった
とも言い切れない。  
 瀝青焼き職人の先祖にまつわる逸話は，ペストという時代現象のなかに存在
している。彼の先祖たちは，ペストの惨禍のなかで逞しく生き延びた歴史の証
人である。したがって，祖父から聞いた話が頭のなかで渾然一体となり，ペス
トも油売りアンドレアスも同質のものになった少年の夢の内容は，夢のなかだ
けの単なる虚構というよりは，祖父の語る歴史との整合性をもつものである。
さらに「黒死病」という別名をもつペストについても，瀝青焼き職人について
も，テクストのなかで黒という色彩語で表現されている。 16)また，「瀝青」
（Pech），「ペスト」（Pest）という単語は音声上類似しており，「不運」（Pech）
の範疇に含めることができる。 17)祖父が散歩の際に語り，少年の夢のなかで凝
縮されたペストの逸話は，語り手として少年が描いている同時代の安定した市
民社会にとって，明らかに異質なものである。その過去から押し寄せた異質な
ものは，瀝青焼き職人という形姿によって現在の少年の身にも影を落とす一方
で，ペストの惨禍を想起させる役割をも果たしている。  
 
3 ペストの「熱い」思い出  
 ペストという伝染病の歴史は，紀元前にまで遡ることができるが，とりわけ
15 世紀から 18 世紀において断続的に猛威を振るい，ヨーロッパ各国で様々な
地区の住民全体の根絶に至った。 18)シュティフターの故郷オーバープランにつ
いては，1464 年，1585 年，1680 年，1713 年にこの疫病が襲来したことが記
録されている。1713 年の惨禍に言及した『御影石』19)のなかでは，この疫病に
ついて，次のように記されている。  
 
〔ペストが到来して〕数日後には，オーバープランの墓地へ死人が運ばれて
埋められたが，そのすぐ後には，近くの村，遠くの村，オーバープランの町
からさえ運ばれてきた。一日中，臨終の鐘が鳴っていた。弔いの鐘を一人一
人のために鳴らすことができなくなって，全部まとめて鳴らすことになった。
間もなく，墓地に埋めることができなくなって，野原に大きな穴を掘り，死
人をそのなかに入れて土をかけた。煙のあがらなくなった家や，餌をやるの
を忘れたために家畜が唸っている家が方々にあった。牛なども牧場から小舎
に入れてやる人がいないので，野性にかえって方々をうろつき廻っているの
がいた。子どもたちはもう親を愛さなくなり，親も子どもたちを愛さなくな
った。人々は，ただ死人を穴のなかに投げ込んで立ち去るのだった。(2, 2, 37 
f.) 
 
ペストによって，たんに多くの犠牲者が出たというだけではなく，家庭から共
同体全体に至るまで，人間的営為をなすための組織が完全に機能しなくなった
末期的状況が描かれている。アーダルベルト・シュティフターの祖父アウグス
ティンの祖父ゲオルク・シュトゥッフターは，1713 年のペストを見聞したであ
ろう世代だった。この「ベーメン南部における最後のペストの時代に由来する
実際の出来事」 20)が，ゲオルクからアウグスティン，さらにアーダルベルトへ
と伝わり，『御影石』の素材となった。この約 140 年に亙る伝承については，「メ
ルヒェンのモティーフ（たとえば，森のなかで独りでも道が分からなければな
らない子ども）の一般的影響以外に文学的素材は実証されていない」（ 2, 3, 
269）と指摘されている。しかし，マイヤーがジョバンニ・ボッカチオの『デ
カメロン』との関連性 21)を指摘しているように，140 年が経過するなかで，ペ
スト自体の歴史の長さとそれにまつわる豊富な文学的伝承は，いかなるものが
『御影石』へと流れ込んだとしても不思議ではない。「この病が到来するまでは，
よそのものは何一つ入って来なかった」（2, 2, 37），「よその国々では，ある病
気が発生し，この病気にかかった人は，罰にあたったみたいに死滅していくそ
うだ」（2, 2, 37）と言われており，この疫病が他国から渡来したことや他国で
の伝承がいかなるものであるかが『御影石』でも話題になっている。  
『御影石』において，ペストの惨禍は結局のところ，次のような民間信仰に
よって平定されたことになっている。  
 
 三つ又の銀松の上に，二羽の小鳥がとまっていて，こんな歌を歌っていた。  
  りんどうとみつばぐさをおあがり。  
  さあ起きあがりなさい。そんなに早く死ぬんじゃないよ。  
  りんどうとみつばぐさをおあがり。  
  さあ起きあがりなさい。そんなに早く死ぬんじゃないよ。  
百姓は逃げ出した。オーバープランの神父のところへ走っていって，この言
葉を伝えた。神父はそれを人々に伝えた。かれらは小鳥の歌った通りにした。
すると病気は次第に衰えて，燕麦が刈り取られる前に，生け垣のはしばみの
実が茶色に熟れる前に，もうなくなっていた。（2, 2, 38）  
 
この救済の言葉を伝えた鳥の伝説は，ベーメン，低地オーストリア，ティロル
にまで流布していたことが知られている 22)ため，ドイツ語圏からイタリア語圏
にまたがる文化的伝承に取材したものである。効果的な治療方法の発見といっ
た科学的な解決策をもたない時代にあって，自然の動植物に耳を傾け，その声
を人伝に伝承していくという方策が有効とされていたのだろう。  
ラテン語の語源 pestis が意味するように，ペストという疫病は「不運」
（Unglück）のモティーフとして，絵画や文学作品のなかで繰り返し用いられ
てきた。ボッカチオの『デカメロン』の枠物語にみられるように，ペストの惨
状はルネサンス当時にもすでに描かれていたが，そこから大きく時代が隔たっ
た 19 世紀においてもいまだに多用されていた。 23)その一つの好例がイタリア
人作家アレッサンドロ・マンゾーニの著したルネサンス小説『婚約者』であろ
う。『婚約者』は 1827 年に単行本が出版されると，瞬く間に版を重ね，同年の
うちに二つの異なるドイツ語翻訳版も出版されている。24)1860 年にオーストリ
ア人 J. A. フォンバンクが書いたある伝記のなかでは，「最も功績のあったオ
ーストリアの教育者や文筆家の一人であり，イタリア人 A. マンゾーニ，イギ
リス人 H. ストウ等と並んで，豊かで，温かく，真の詩的才能の持ち主である
シュティフターは，本質的にロマーン〔というジャンル〕の改良に貢献した」
25)とシュティフターとマンゾーニが並び称されているほどに，マンゾーニの名
はドイツやオーストリアでもよく知られていた。 26)『婚約者』には，ペストの
大流行によって，地獄絵巻の如き様相を呈した当時の社会が綿密に描かれてお
り，そのなかには，ペストが原因不明であり，効果的な治療法も見つからない
という実情から，民衆の間で頻繁に囁かれた迷信も報告されている。  
 
ペスト菌を塗る奴がいるという噂は一時かげをひそめていたのに，今またも
っと烈しく狂気じみるほど盛んになっていた。公共の建物も，壁も，門も，
鐘も，菌が塗られていると，見てきたように言う人があった。この噂は口か
ら口に飛んだ。（・・・）「ペスト塗り」という言葉は冷酷残虐の代名詞とし
て，早くも人々の間にひろまっていった。ペスト塗りがいるという確信が生
まれると，すぐその犯人を見つけてくる。みなは目を光らせ，疑い深くなっ
た。疑いはすぐ事実になり，事実は激怒となった。 27) 
 
ペストという疫病の究明に，憶測でしか迫ることのできなかった時代において，
この疫病は「塗る」行為によって伝播するという迷信をも招いていたと言えよ
う。『御影石』には「ペスト塗り」に関する記述はみられないが，この物語にお
いても，ペストの脅威にさらされた民衆の動向や俗信が問題になっているとい
う点で，それは文化的伝承との関連においても扱われるべきだろう。「ペスト」
（Pest）と「瀝青」（Pech）という音声上類似した言葉は，「塗る」という行為
を通して内容的にも連関しうる。物語冒頭の瀝青焼き職人は，物語で後述され
るペストの物語を予示する登場人物であり，彼の瀝青を「塗る」という行為は，
ペストの伝播という意味内容を社会的に示唆するのだ。そのために，これを喜
んで受け入れた少年は，異常なまでに厳しく咎められることになる。  
ある特定の集団や組織が自己同一性の拠り所とする文化的伝承は，文化の記
憶と呼ばれることがある。この文化の記憶の社会における機能を考える際に，
その「冷たさ」と「熱さ」による区別の観点が提案されている。この概念はそ
もそも，文字文化を持たない原始的共同体と文字文化のなかで歴史記述を行う
文明化社会を区別するための術語として，クロード・レヴィ＝ストロースが述
べたものであるが，ヤン・アスマンは，この「冷たさ」と「熱さ」をある社会
組織に混在し，併存する記憶の要素とみなし，どちらが主導権を握るかについ
ては文化的な選択があるものと解釈し直している。「冷たさ」が主導する社会で
は，歴史を凍結させ，社会的変革から身を隔てようとする。そのため，文化の
記憶，つまり思い出されるべき過去は持続性，定期性，回帰性を証明するもの
が選ばれる。この「冷たさ」が「熱さ」主導の社会における対立要素として機
能した場合には，たとえば，教会といった組織が，時代的変化への防波堤とし
ての役割を担う。その一方で「熱さ」については，これがある社会で主導した
場合，一回性，特殊性，変化，転覆等が文化の記憶の意味として求められる。
革命の思い出が例示するように，過去は現在に対して変革を刺激する力として
作用する。ある社会全体が「熱さ」と「冷たさ」のどちらか一方のみから構成
されていることはあり得ず，両者は相互に対立しながら併存しており，しばし
ば，過去から定着しているが，現在は広まっていないものと，範例とされた過
去，つまり現行されているものとの間の対立を生みだす。ある社会において，
残余してはいるが，忘れかけられた文化の記憶は，現状とは異なる時代性を示
すものとして，日常生活に「ちょっと考えてみよ」という問題意識を与える。
たとえば，記念碑や通りの名前といった装置がその役割を担っていることもあ
る。 28) 
 人々が平穏無事に暮らし，教会組織を中心に共同体として円滑に機能してい
る少年の村は，一見「熱さ」とは縁遠い恒常性や安定性を備えているかに見え
る。しかし，長い歴史のなかで常に「冷たさ」が主導していたわけではない。
「ペストの原」，「ペストの小道」，「ペストの坂」（2, 2, 44）といった地名，以
前オーバープランに立っていた「ペストの柱」（2, 2, 44）という記念碑の存在
が語られているように，テクストの前景に出された「冷たい」共同体には，「熱
い」要素として社会的混乱をもたらしたペストの記憶が潜んでいる。ペストは
社会的選択によるものではなく，混乱という状況を不可避的にもたらしたとい
う点で，革命の記憶とは異なるものである。しかし，一回性，特殊性，変化と
いった「熱さ」の特徴を兼ね備え，それが安定した市民社会に潜む記憶として
語られたとき，市民社会とペストとの対照性は「冷たさ」と「熱さ」のそれに
合致するものと思われる。「しかし，ペストの柱のことを何も知らず，過去を軽
視する別な世代の世の中になると，〔死人を埋めた地面に張り巡らされていた〕
柵はなくなり，その場所は普通の芝で覆われるようになった。人々は昔の苦し
みを忘れたがり，健康を神が当然与えてくれるべき財産のように考え，元気な
ときはその健康という財産を浪費するのだ。人々は死者たちが憩っている場所
には注意を向けず，ペストという添え名を，あたかもさんざしやいちい等の他
の名前を口にするかのように，軽々しく口にしている。」（2, 2, 44）「熱い」記
憶が忘却されかけている状況下で，少年の祖父はペストの地獄絵図を特定の場
に定着させて物語り，瀝青焼き職人アンドレアスは，油を塗りつけるという奇
妙な行為によってこの文化の記憶を伝承している。少年は物語の最終段落にお
いて，次のように物語を結んでいる。「世の中には奇妙なことがあるものだ。わ
たしは祖父が話してくれた物語をすっかり覚えている。（・・・）ところが，全
体の糸口となったピッチ油の跡が，洗って落ちたのか，それとも削り落とした
のかはもう覚えていない。そして時々帰郷の旅を思い立つごとに，母に尋ねて
みようと思うのだが，いつもまたそれを忘れてしまうのだ。」（2. 2, 60）ここで
は，想起できることと忘却してしまうことが言及されることによって，いかな
る内容が記憶に定着しているかを確認することができる。祖父の話が「熱い」
思い出である一方で，その痕跡を消す行為は，いわば「冷たい」社会を代理す
る行為であると言えよう。すでに安定した「冷たい」市民社会の成員となった
少年ではあるが，依然として頭に焼き付いて離れないものは，「冷たい」思い出
ではなく，「熱い」思い出なのである。少年が意図しようとしまいと，「熱い」
ペストの記憶が抑えがたく不気味な姿を現している。  
 
結び  
『デカメロン』が 19 世紀文学に及ぼした大きな影響力を視野に入れるなら
ば，小説技法上の観点からハネローレ・シュラッファーやマイヤーがすでに言
及しているように，『御影石』と『デカメロン』との関わりについては考慮の余
地があるだろう。『デカメロン』では，ペストの惨状を報告した枠物語と平和で
機知に富んだ枠内物語が際立った対照性をみせる。ボッカチオと同時代に猛威
を振るったペスト，それは枠の部分で報告されながらも，そこからは一線を画
した物語が展開されることになる。時代が不安定だからこそ，そうではない題
材が枠内物語には選ばれた。ユーモラスな語調を感じさせないという点では相
違するものの，枠物語と枠内物語の対比という点で，『御影石』においては，『デ
カメロン』とは逆の関係が見られるのではないか。枠物語で描かれている，語
り手のいる時代に静寂と安寧に恵まれた市民社会は，枠内物語において，過去
の激動を事物にまつわる記憶として対照的に示されるのである。  
『御影石』の舞台であるシュティフターの故郷の市民社会 29)とは「安らぎと
平和」 30)に満ちた町であった。一軒の農家の前に置かれた石がみせる静謐な外
観はまさにその象徴とみなすことができる。しかし，シュティフターが描いた
その事物は，そこにまつわる和やかな人々の交流史を想起させるだけではない。
枠内物語のなかで「ペストの小径」といった通りの名前や「ペストの柱」とい
った記念碑が，ペストをめぐる思い出を留めているように，御影石という事物
から展開されていく物語には，当時の社会からは異質なものになりつつあった
歴史的伝承がとどめられている。これは「熱い」記憶が忘却されかけた時代と
環境のなかにあって，少年個人のなかで生命を保ち続け，語りを動機付けるも
のである。さらにベーメンにおけるペストの歴史は，シュティフターの家系の
なかで語り継がれてきたものである。アーダルベルト・シュティフターとその
祖先の間を有効範囲としていたコミュニケーションによる記憶は，共同体とい
う集団のなかで個人性を保持する伝承であると言えるだろう。しかし，アーダ
ルベルトにより紙面に書き留められるという段階に至って，長期的保存とより
広範な読者層への伝達を可能にするテクストとなった。そして，静寂がもたら
された共同体には「熱い」歴史が潜んでいることを今日なお伝承し続けるのだ。  
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